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研究要旨 

循環器疾患に関して、死亡者数の変動などを国全体の疾患コントロールに

ついて、Evidence に基づいた治療 QI の遵守率などを使用したマイクロシュ

ミュレーションを用いて可視化および問題点を明らかにすることが一般的で

ある。我々はリバプール大学と共同で IMPACT モデルによる 1980 年から

2012 年にかけての心不全を含む循環器死亡の減少要因を国民栄養調査

および日本循環器学会 JROAD 調査を用いて可視化を行った。1980 年の

CHD死亡率に基づく 2012年のCHD期待死亡数 (124,955人)が実際には

49,273 人の死亡であり、治療の進歩およびリスクコントロールにより 75,682

人（60.6％）の循環器死亡が回避された。CHD 死亡数減少傾向は、喫煙割

合（11.1％）、収縮期血圧値減少（24.4％）により大きく達成されていた。（リス

クコントロール全体で年間 32,556 人減、42％）しかし、CHD 死亡数減少傾

向は、コレステロール値、BMI 値、糖尿病割合上昇により打ち消されている

（年間 6,285 人増、9.4％の上昇）これらのリスクコントロールによりさらに死亡

者数の更なる減少が可能であることが示唆された。 

Ａ．研究目的 

日本の循環器死亡率に関しては、1970 年代

をピークに減少を続けているが、循環器疾患

の医療費にしめる割合は 20％（平成 26 年国

民医療費の概況）要介護となった原因の

23％を占め（平成 25 年国民生活基礎調査）

が、糖尿病、コレステロールレベルなど一次

予防のリスク要因と二次予防として心不全

ACE/ARB処方などのQIとして採用されるガ

イドライン等にそった治療の普及に関しての

寄与割合はあきらかでなかった。今回我々

はリバプール大学サイモン・ケープウェル教

授およびマーティン・オフラハーティ教授と共

同で、循環器疾患の政策シュミュレーション

モデルとして世界的に著名な IMPACT 

model (NEJM 2007;356(23): 2388-98, 

JAMA2010;303(18):1841-7 など多数)を用い

て、1980年から 2012年までの循環器死亡者

数変化の要因を検討した。 

Ｂ．研究方法 

すでに妥当性検証を行った IMPACT モデル

を利用し、1980-2012 年からの 35-84 歳の循

環器死亡者数の変化をコレステロールレベ

ル等に関しては主として国民栄養調査のデ

ータを使用し、心不全後のβブロッカーなど
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の処方割合など２次予防の治療効果は 2012

年の JROADおよび JROAD-DPCにより検討

を行った。（図１）ベイズ推計による各パラメタ

ーの確率論的感度分析を行った。 

  （倫理面への配慮） 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指

針を遵守し研究を遂行する。 

C.研究結果 

日本においては 1980-2012年に循環器死亡

は 61％低下しており、人口変動を考慮した

場合 75,680 人の死亡者減少が認められた。

内科的および外科的治療の説明割合は

60.6％であり、心不全治療（7％）高血圧治療

（10％）狭心症の外来治療（17％）が主要要

因であった。リスク要因の変動は 35％で内訳

として高血圧（24.4％）喫煙減少 11.17％であ

ったが、糖尿病、肥満、コレステロールレベ

ルは 9.4％の死亡増加要因であり、先進国と

しては例外的な構造となっていた。 

Ｄ.考察 

治療においては他の 32 か国の国および地

域に比べ、保険制度の整備から ACE/ARB

の処方率が高いことなど 10％程度良好な成

績をしめしていた。一方減塩などの高血圧対

策は非常に成功しているが食生活の欧米化

に伴いコレステロールレベル、糖尿病、肥満

は増加しており今後循環器死亡者数がむし

ろ増加していく可能性が示唆された。 

Ｅ.結論 

日本の 1980 年から 2012 年の死亡者数要因

に関して、治療普及度およびリスクコントロー

ルの寄与に関して可視化が可能であった。 
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